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2020 年度を振り返って 

コロナ禍、2 度の活動中断により、学

習者との交流も途絶え、皆がどのよう

に過ごしているのか思いを馳せる日々

でした。活動再開時には学習者の元気

な顔を見ることができ、学習者にもコ

ロナ禍をどう過ごしていたか？コロナ

でできなかったことは？など学習者に

寄り添うテーマも取り上げました。昨

年末には、オンラインでの活動も開始

しました。 

不慣れな部分もありましたが、新し

い手法に取り組んだ意味のある年でも

ありました。 

2021 年度に向けて 
学習者、ボランティアの安心、安全を考え、柔軟

な対応で活動を進めていきたいと思います。新規参

加も増え、その多様性、期待感も肌で感じており、

楽しく過ごせる時間の中でお互いに伝えあえる交

流をしたいと思います。 

日本語交流活動。レベル別、目的別でのグループ活動です。同じ時間帯に多文化保育もあるので子連
れでも OK! 毎週木曜日 13:30～15:20 

2020 年度を振り返って 

これまで普通にやってき

た学習活動や交流のための

イベントが縮小されました

が、その中でも学習者さん、

ボランティアのつながりが

途切れないよう、対面で活

動ができないときにはオン

ラインも取り入れました。

現在学習者さんは 30 人、ボ

ランティアは 20 人程。グル

ープに分かれて用意したテ

キ ス トを 使っ て学 びな が

ら、話題を広げ会話を楽し

む こ とを 大切 にし てい ま

す。 

年 4 回発行されるニュー

スレターが、お互いの理解

を深めることに役立ってい

ます。 

2021 年度に向けて 
安心して活動ができるようになる日のために、今準備中です。 

学習者、ボランティアが互いに意見を出し合いながら、充実した楽しい学習交流活

動ができるよう、工夫していきたいと思います。ボランティアのスキルを高め合うこ

とも勿論しっかりと。 

 

日本語交流活動。毎回テーマを設定しての教室形式で実施しています。学習者にはそれぞれボラン
ティアがサポートにはいり、個別対応もしています。毎週月曜日 10:00～12:00 

活動の様子 

写真）ZOOM での活動の様子 

ボランティアより 

ボランティアより 
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2021 年度に向けて 
 

本来の会場での活動ができるようになれば、感

染症対策をしっかり実施したうえで再開したい

です。それまではオンラインで参加者同士のつな

がりが途切れないようにしていきたいです。 

 

日本語交流活動。同じ時間帯に多文化保育もあるので子連れでも OK! 
毎週金曜日 10:30～12:00 
 

平日働く人たちも参加できる日本語交流活動。参加者のさまざまなニーズに対応しています。 
毎週日曜日 10:00～12:00（第一日曜日は休み） 

2020 年度を振り返って 
金あさは、少人数(または個別)での学習や会話、またミニ交流会や季節の行事を

通して、参加者相互の交流を実施してきました。 

2020 年は、継続的な会場活動が難しい状況を受け、オンラインでの「Zoom 金

あさ」を開始。対面(会場)とオンラインの二本柱を持つことで、参加を希望した学

習者・ボランティアは、活動の継続ができました。 

2021 年度に向けて 
 

従来の会場活動に加え、オンラ

イン活動の充実も図り、社会状況

が変化しても、つながり・交流・

学習が途切れないよう、ボランテ

ィア同士協力し取り組んでいきた

いです。 

 

2020 年度を振り返って 
 

2020 年度は新型コロナの影響で安定した活動ができない時

期が長く続きました。オンラインでの活動は当初ボランティア

のハードルが高かったのですが、レクチャー会などを経て、オ

ンラインでの活動が安定してきました。 

 

写真左）コロナ禍の金あさの動き 写真右）ZOOM での活動の様子 

ボランティアより 

ボランティアより 
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2021 年度に向けて 
【世界をたべよう】 

レシピ本の広報と、地域のお店とのコラボ

企画などできればいいなと思っています。 

【日本文化体験】 

市内の施設や団体と連携をしながら、協会

やセンターを知らない外国人参加者とつなが

りたいです。 

【多文化・多言語セミナー】 

広い世代に関心を持ってもらい参加いただ

けるような企画を考えていきます。 

【国流シネマカフェ】 

夏休み企画『とよなかシネコン for Kids』

『国流シネマカフェ』など、映画を通して社

会問題を考える企画を開催予定です。 

日本人／外国人のために、参加しやすく、異文化理解を促進する様々な取り組みをおこなっていきます。 

2020 年度を振り返って 
【世界をたべよう】 

プログラムを開始した 2014

年度から 2019 年までに作って

きた料理のレシピをまとめたレ

シピ本を作成しました！（p.25 

TOPICS をご参照下さい） 

【日本文化体験】 

今年度は身体接触を避けるた

め武道体験はできず、「盆ダン

ス」と「ニュースポーツ」を実施

しました。 

【多文化・多言語セミナー】 

「パンソリライブ」を開催。定

員をはるかに上回るお問合せが

あり、協会やセンターを知らな

かった方にも来ていただけまし

た。 

【国流シネマカフェ】 

『国流シネマカフェ』を２回

開催しました。他にも、映画を通

して公共施設が取り組む課題や

社会問題を考えるきっかけにし

てもらうために市内の公共施

設・協力店舗とのコラボ企画『と

よなかシネコン』を企画・開催し

ました。 

 

・時代に則した学びの場、および対話の場を創造し、多文化共生社会をつくる人づくりを行っています。 

・哲学カフェ（大阪大学臨床哲学研究室の協力、カフェフィロとの共催） 
・日本語ボランティア養成講座の開催（年 1 回） 

2021 年度に向けて 
【ボランティア研修】 

まるわかりセミナー2021 年度は、例年開催している入門的な内容のほかにも

バラエティー豊かな内容でお届けしたいと思います。 

ボランティア養成講座については、2021 年度は対面での研修を検討しながら、

確実に実施できるオンラインでの研修も充実させていきたいと思います。 

【哲学カフェ】 

コロナの終息が見込めない中、安定して活動を実施するために、オンラインで

の可能性をさらに探りたいと思います。 

2020 年度を振り返って 
【ボランティア研修】 

「まるわかりセミナー 多文化共生編」は、新型コロナウイルスの感染の感染拡

大を踏まえて、オンラインで開催しました。 

今年度、コロナの影響で多文化子育て支援ボランティア養成講座は実施できま

せんでした。また、例年秋に実施している日本語ボランティア養成講座も 3 月に

延期し、オンラインで実施しました。 

【哲学カフェ】 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、対面での活動がままならない

中、何とか活動を実施できないかと模索する期間が続きました。そして 2 月に、

哲学カフェとしては初めてとなるオンラインでの活動を実施することができま

した。 

 

写真上）安聖民パ

ンソリライブ 

写真下左・中）シ

ネ コ ン と 国 流 シ

ネ マ カ フ ェ ち ら

し 

写真下右）盆ダン

スの様子 
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2020 年度を振り返って 
【ＥＳＤ連絡会議】 

通常の会議のほか、セミナーやヒ

アリングで今後の取組について考

えました。 

【メディアリテラシー入門講座】 

今年度は新型コロナウイルス感

染症予防の観点から、オンラインで

実施し、9 人の方が参加されました。

テーマは昨年にひきつづき「子ども

とメディア」で、話題のアニメなど

を取り上げました。オンラインとい

うこともあり、映像の分析などの作

業の時間が十分にとれませんでし

た。 

【講師派遣】 

2020 年度は豊中市内外の学校を

はじめ、人権研修等、のべ 24 件、

44 人が各機関に出向いたり、オンラ

インで実施しました。 

【EPAST】 

2017 年 12 月から始まった EPA

による介護福祉士候補生の国家資

格取得のための支援は 2021 年 1 月

の国家試験で一連の課程を終えま

した。残念ながら合格には至りませ

んでしたが、この間に行った日本語

学習支援は民間の団体と連携しな

がらセンター外に活動場所を置い

た初めての試みとして、また介護現

場の実情を垣間見ることができた

点で非常に意義深いものとなりま

した。地域の外国人に対し、働く現

場でサポートできたことは今後の

活動につながる貴重な経験になっ

たと思います。 

【通訳派遣】 

中間支援組織等からの依頼に応

じ、通訳者を派遣しました。 

2021 年度に向けて 
【ＥＳＤ連絡会議】 

SDGｓも視野に入れながら、団体間のつながりを広げていきます。 

【メディアリテラシー入門講座】 

オンラインでの実施については、さらに工夫をしながら取り組んでいきたいです。 

【講師派遣】 

引き続き多文化共生・協会事業について発信していきます。 

【EPAST】 

外国人人材を受け入れる意向のある事業主からの要請があれば、今までの経験で蓄積されたスキルを生かして、事

業主との協働を大切にしながら、さらに充実した支援活動をしていきたいと思います。 

【通訳派遣】 

相談事業の中で通訳者派遣を実施していきます。 

【ESD とよなか】国連持続可能な開発のための教育の 10 年（2005 年～2014 年）の理念に基づき、次世代に渡す地域づくりのための多様
なセクターが連携するための取り組み。【メディアリテラシー】メディア分析を通じて「外国人・日本人」の捉えられ方、考え方を見直す

参加型の講座。【講師派遣】地域の学校・諸団体への講師派遣。【EPA 日本語】介護福祉士候補者のための日本語サポート 

※ESD とよなか連絡会議：赤ちゃんからのＥＳＤ，市民環境

会議アジェンダ 21、とよなか人権文化まちづくり協会、

とよなか国際交流協会、男女共同参画推進財団、豊中市

社会福祉協議会、教育委員会（社会教育課）、環境政策

課、千里文化センター、人権政策課が構成メンバーのゆ

るやかなネットワーク 

メディアリテラシー入門講座の様子 

コモとスースのポストカードセット
（5 枚入り、200 円） 

事務所にてまだまだ好評販売中！ 

 

多言語スタッフが当会の外国人高齢者支援に関する報告をしました（＠愛知県） 
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当協会では国際交流協会ネットワーク大阪、子どもの夢応援ネットワークなど、他の地域で多文化共

生や外国人支援に取り組んでいる団体とのネットワークに参加しています。 

2020 年度は災害時にお互いに協力し合えることを念頭に置き、離れた地域の国際交流協会との関係

づくりを始めました（公益財団法人仙台観光国際協会［宮城県］、公益財団法人武蔵野市国際交流協会

［東京都］、公益財団法人北九州市国際交流協会［福岡県］と当協会の 4 協会）。オンラインでの情報交

換が中心ですが、防災に限らず、相談、日本語教育など毎回テーマを設定して取り組んでいます。 

また、西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市が中核市同士の連携を進めていることを踏まえ、多文化共生・

国際交流の分野でも情報交換、協働での取組の模索を始めています。 

日々の取組の中で、様々な壁にぶつかることも多いのですが、近くとも遠くとも連携して、できるこ

とを増やしていきたいと思います。 

  

2021 年度に向けて 
【しょうない REK】 

市内南部地域で外国人が増えていることを踏まえ、引き続き情報提供を行うほか、

具体的な取組みも検討していきたいです。 

【豊中の市民活動共同デスク】 

分野は様々な中間支援組織同士ですが、豊中の市民活動の活性化のために今後も意

見を交わしていきたいです。 

【とよなか国際交流フェスタ】 

感染拡大状況を鑑みて、安全に開催できる方法を考えたいと思います。 

【せかいのおばけやしき】 

イベント自体が 3 密になる恐れがあるので、イベントの開催ではなく他事業との連

携などを進めていきたいと思います。 

様々な市民団体、中間支援組織と共に、多文化共生のまちづくりをすすめるための協働事業を実施するとともに、
市民主体の国際交流活動を促進するための相談、および支援をおこなっています。 

2020 年度を振り返って 
 

【しょうない REK】 

月 1 回の会議に参加し、新型

コロナの感染拡大で外国人が

受けている影響や特に南部地

域での外国人の様子について

情報提供を行いました。 

【豊中の市民活動共同デスク】 

年数回の会議を持ち、毎回各

団体共通のテーマ（ボランティ

ア、地域、事業所との連携など）

について情報共有、意見交換を

行いました。 

【とよなか国際交流フェスタ】 

コロナの影響により中止と

なりましたが、希望する団体の

紹介展示を館内ギャラリーに

設けました。 

【せかいのおばけやしき】 

コロナの影響により中止と

なりました。 

 

 

昨年度の世界のおばけやし

きの様子 
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2021 年度に向けて 
【SNS 発信】 

Facebook ページもまだ十分に周知されていないので、しっかり広報していきたいと思っています。 

【民族衣装・図書貸出】 

多言語絵本や書籍、民族衣装の所蔵が増えたので、市内小中学校やこども園にもっと利用してもらえるような仕掛けづ

くりをしていきたいです。 

【こくりゅうだより】 
紙・オンライン配信でも情報を受け取れない外国人がいることから、全ての人に情報を届けられたとはいえず、他事業

とより連携していきます。 
【ギャラリー展示】 

配布用として制作した「コロナ禍におけるとよなか国流の取り組み」の展示バージョンの作成。 

【施設管理受託事業】 

新型コロナウイルスの感染防止を進めながら、安心して使える、居やすい、ほっとするような場づくり、いろいろ学べ

る施設づくりを進めていきます。 

 

地域への情報発信、ならびにとよなか国際交流センターの貸室業務などの公共空間の管理、組織運営を行ってい
ます。 

2020 年度を振り返って 
【SNS 発信】 

新型コロナウィルス感染症拡大を受

け、新たに多言語 Facebook ページを

設置しました。日本語を含め 10 言語で

感染症対策や支援情報に関することな

ど様々な情報を発信しました。 

【民族衣装・図書貸出】 

今年度はイベントや学習発表会等の

機会が減ったためか、例年に比べ民族

衣装の貸出件数は減りました。図書は

配置換えを行ない利便性を図りまし

た。 

【こくりゅうだより】 

QR コードを入れた紙面を作成し配

布 し た こ と で 、 ウ ェ ブ サ イ ト や

Facebook ページへのアクセスが容易

になりました。コロナ禍における国際

交流協会の取組をまとめたパンフレッ

トを作ったことで、外国人の状況を外

部組織や市民に広く伝えるツールにな

りました。 

【ギャラリー展示】 

協会主催のイベントや事業が次々と

中止になったことから、従来と同じ形

での展示が難しくなりました。センタ

ー内の展示にとどまらず、駅前の市民

活動情報サロンのギャラリーでも、協

会の活動案内を掲示しました。 

【施設管理受託事業】 

今年はセンター登録団体と国際交流

フェスタを実施することができません

でした（希望団体のポスター展示を実

施）。利用しやすさに加え、感染のリス

ク回避（窓ストッパーやアクリルパネ

ルの設置、消毒等）もしっかり進めな

がら、施設管理を行っています。 

 

ふれあい交流サロンの図書コーナー。毎日換気・消毒し、アクリルパネルを設置

して感染拡大防止に努めています。 

年度末には、職員で一年間のふりかえりをしています。 

（写真左・中）こくりゅうだより 

（写真右）コロナ禍における当協

会の取り組みをまとめたパンフレ

ット（次ページ参照） 
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とよなか国際交流協会では、2014 年から多文化共生推進事

業の一つとして「世界を食べよう」という活動を実施していま

す。外国人の方を講師として招き、地域の方々と食を通じて交

流してもらうこと、その交流を通して異文化理解を促進する

こと、そして食文化を教えてもらうことで講師となった外国

人をエンパワメントすることを目的とした活動です。 

大人数で飲食を含む活動であることから、新型コロナウィ

ルス感染症対策のため 2020 年度の実施は見送ることになり

ました。その代わりに…と思いついたのがレシピ本の発行で

す。2014 年の開始から 6 年にわたり、「世界を食べよう」で

紹介してきた料理を 1 冊にまとめました。南米からアジア各

地、ヨーロッパ、アフリカの 11 か国・地域の料理、約 40 品

のレシピが掲載されています。 

レシピ本の作成というのは全く未経験かつ未知の領域で、

レシピの見直しをしたり、料理写真の撮影方法をネットで調

べたり、“映える”写真を撮るために四苦八苦したり…と、制作

過程はなかなか大変なものでしたが、ボランティアの方にも

料理の再現や撮影などご協力をいただき、なんとか完成させ

ることができました。ご協力いただいたボランティアのみな

さまには、改めてお礼を申し上げます。本当にありがとうござ

いました。 

また、単に料理を紹介するだけではなく、“人や文化が見え

る本”を目指し、レシピだけでなく料理にまつわるコラム、講

師となった方へのインタビューや食材店情報なども掲載して

おり、とても読み応えのある一冊となっていると思います。 

このコロナ禍で海外に行くことも、外食することすら憚ら

れるようなご時世ではありますが、このレシピ本を読んだり

お料理を作ったりすることがみなさんの安らぎの時間になれ

ばと思います。また、本書を通じて海外の食文化や地域に暮ら

す外国人の方をより身近に感じてもらえれば嬉しい限りで

す。 

 

2021 年 3 月末発行、B５判、61 ページ 

価格：500 円（税込み）   

とよなか国際交流センター事務所とオンラインショップ

（BASE）にて販売中 http://atoms.official.ec 

※一般の書店での取り扱いはありません。 
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コロナ禍におけるとよなか国流の取り組みについてまとめたパンフレットを作成し配布しました。 
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TOPICS○3  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大の中、様々な活動が制限され、外国人の生活基盤の脆弱さは思った以上にはっきりと出ま

した。 

情報がどこにあるか分からない、日本語が難しくて理解できない、wifi 環境がない、子どもの家庭学習を見れない、仕事が

なくなり生活が苦しい、仕事もお金もなくなり帰国したいが飛行機が飛んでいない、外国人ということを理由に差別される

…など（詳細は p.24～25 のパンフレットをご覧ください）。 

当協会では豊中市の設置要請を受け、2020 年 2 月 3 日に災害時多言語情報支援センターを設置して以来、様々な情報提

供、相談体制の拡充、他機関と連携した相談会の実施などをしてきました。2021 年度も引き続き、災害時多言語情報支援セ

ンターの業務を行うだけでなく、どこまで機能したか、検証しながら少しずつでも改善に取り組んでいきます（※豊中市と

協働でコロナ禍で外国人がどういった影響を受けたか、どういった課題を抱えているか…等の調査を行う予定です）。 
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【ご報告】「多文化子どもエンパワメント事業」 

多文化子どもエンパワメント事業の一事業である「若者支援事

業」では、外国にルーツをもつ人のなかでも、これまで対象事業

の少なかった若者世代に対して、様々な活動を行ってきました。

2020 年度は若者のための居場所づくり「たまりば」の活動（39

回、のべ 126 人）、支援者研修会、イベント、相談対応、ネパール

にルーツを持つ若者に関する調査などを実施しました。2021 年度

からは若者支援事業は指定管理事業として実施することになり

ます。外国にルーツを持つ子どものための日本語支援「学習支援

こんぱす」は引き続き多文化子どもエンパワメント事業として継

続し、ボランティアが小・中学生向けの日本語指導を行います。

今後も当事者のニーズに沿った活動を続けていきます。ご支援い

ただいた皆様に心から感謝いたします。 
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  青柳 尚子 
赤尾 勝己 

有賀 千洋 
有田 進 
池田 真知子 

石墨 方子 
石田 町子 
石原 毅 

井関 雅子 
市来 奈津未 
伊藤 真生 

井上 良 
井下 祥子 
今井 貴代子 

岩田 一成 
上田 幸子 
上田 斐子 

内海 弘子 
榎井 縁 
榎原 智子 

老田 眞理子 
種田 ゆみこ 
大池 裕子 

大岡 一馬 
大島 昭子 
太田 法子 

奥井 泰伸 
於勢 眞十郎 
小田垣 進 

小野 仁彦 
勝見 崇充 
Uichi Kamiyoshi 

木内 淑子 
北村 澄子 
木村 隆夫 

金城 清美 
桒高 喜秋 
郡山 智代 

小島 和恵 
後藤 澄江 
小松 明仁 

斎藤 武晴 
栄 裕矢 
佐川 伸子 

佐藤 英樹 
佐藤 靖志 
Sicong Chen

城地 秀美 
神宮 優  
角田 卓也 

仙田 武司 
園崎 寿子 
宋 悟 

大源 文造 
高木 智志 
髙田 絵里子 

高畑 幸 
田上 浩 
滝村 恵子 

田中 清子 
田中 潤治 
谷口 正子 

照井 篤子 
徳弘 保 
徳弘 博子 

富岡 美知子 

長野 良子 
永原 武敏 

野島 大輔 
野田 幸宏 
野村 智子 

芳賀 理絵 
長谷川 洋司 
服部 圭子 

原田 武男 
原田 正仁 
久木 治男 

樋渡 達成 
藤田 和世 
古澤 晶子 

細見 啓子 
増田 麻美子 
松本 康之 

丸山 竹司 
水田 仁美 
水野 寿子 

南 一成 
宮地 和夫 
Yoriko Muro 

本原 光弘 
森 博次 
森川 陽子 

薮田 直子 
山田 卓史 
山田 ゆかり 

山田 卓史 
山野上 隆史 
山本 愛 

山本 圭介 
山本 浩司 
山本 千恵 

山本 惠信 
吉岡 誠一 
吉岡 良子 

𠮷田 照文 
吉宮 文代 
米澤 千枝 

和田 由起子 
 
匿名希望 32 名 

＜団体＞ 
キタノ商事株式会社 
公益財団法人 AFS 日本協会大阪北支部 

豊中平和連帯会議 
社会福祉法人 大阪府社会福祉事業団 
「こんぱす」とよなかＪＳＬ 

NPO 法人 国際交流の会とよなか 
在日本大韓民国民団大阪府豊能支部 
日本聖公会 石橋聖トマス教会 

日本聖公会 東豊中聖ミカエル教会 
一般社団法人 豊中市日本中国友好協会 

 

当協会ウェブサイトから 

クレジットカードで会費や寄付金を 

お支払いできるようになりました！ 

お手続きは右のQRコードから→→→ 

 
賛助会員になって、 

協会を応援して下さい！ 
 

協会の理念に賛同して、会員として協会の外国人のための支援

事業を支えて下さる方を募集しています。 

会員になると、「こくりゅうだより」などの情報を毎月郵送でお届

けします。 

クレジットカード（当会ウェブサイトから）、郵便振替、当会受付で

現金支払いが可能です。郵便振替の場合、以下の郵便振替口座あ

てに年会費をご送金ください（通信欄に「賛助会員年会費」と明記

して下さい）。 

 

当会への会費は税額控除の対象となります！ 

 

●加入者名：  
公益財団法人とよなか国際交流協会 

 

●口座番号： 
００９９０－３－３０５８２８ 
 
●年会費： 個人 3,000円、団体 10,000円、法人 10,000円 

（会員期間：4月～翌 3月末） 

 

※ご寄付も随時受け付けています！（税額控除の対象となります）  

※他、未使用テレカやはがき、中古ゲームソフトなども集めています。 
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●上段左より：三木幸美（総務担当）／三谷あゆ子（総務担当）／石田みどり（事業担当）／御園美由紀（総務担当） 

山野上隆史（常務理事兼事務局長）／ジャ・チン（相談事業コーディネーター） 

●下段左より：安藤綾子（総務主任）／黒島トーマス友基（事業担当）／松本康之（理事長）／大庭みゆき（事業担当） 

山根絵美（事業主任）／山本愛（事務局次長）／山本房代（事業主任） 

 

  

【理事】 

理事長：松本 康之（弁護士：長野総合法律事務所） 

常務理事：山野上 隆史（とよなか国際交流協会事務局長） 

榎井 縁（大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター特任教授） 

大島 昭子（ボランティアグループ音・音オカリーナ代表） 

浦 耕太郎（豊中市立小学校教諭） 

服部 圭子（近畿大学生物理工学部教授） 

徳弘 博子（元学校法人大阪音楽大学研究事務部門部門長） 

桒高 喜秋（元豊中市職員） 

 

【監事】 

種田 ゆみこ（種田ゆみこ公認会計士税理士事務所） 

呉 幸 哲 （呉税理士事務所） 

栗原 貴子（栗原貴子公認会計士・税理士事務所） 

【評議員】 

井関 雅子（豊中女性防火クラブ連絡協議会会長／ 

大阪国際文化協会会員） 

野崎 志帆（甲南女子大学文学部多文化コミュニケーション学科教授） 

窪 誠（大阪産業大学経済学部教授） 

園崎 寿子（エクパット・ジャパン関西共同代表） 

宋 悟（特定非営利活動法人クロスベイス代表） 

大家 幸子（豊中市立中学校教諭） 

村上 深雪（豊中市民） 

 

【顧問】 

金 菊子（大阪女学院大学特任講師） 

南 一成（元公益財団法人大阪府国際交流財団常務理事兼事務局長） 

柴田 亨（よみかき茶屋コーディネーター） 

公益財団法人とよなか国際交流協会 2020 年度年次報告書（概要版）「こくりゅう＠home 2020」 

発行者：公益財団法人とよなか国際交流協会  発行責任者：理事長 松本康之 発行日：2021 年 6 月 20 日 

住所：大阪府豊中市玉井町 1－1－1－601 とよなか国際交流センター 

TEL: 06-6843-4343 FAX:06-6843-4375 E-mail: atoms@a.zaq.jp URL: http://a-atoms.info 
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好評販売中！ 

広告協賛 

 

空調機器販売・設計・施工 

空調機リース・レンタル 

給排水衛生設備 住宅設備機器販売・施工 

株式会社 アオイ冷熱 

〒560-0026 豊中市玉井町 1丁目 9番 9 号 

PHONE （０６）６８５５－８１８２ 

F A X （０６）６８５５―７５６６ 

E-mail：aoi-mail@tcct.zaq.ne.jp 

 

とよなか国際交流協会年次報告書概要版 

「こくりゅう＠home」に広告を掲載しませんか 

 
この年次報告書に、普段地域で活躍されておられる店舗・事

業所・企業の皆様の広告を掲載させていただくことで、ご活躍
を知っていただく機会とするとともに、地域の活性化にも役立
てたいと願っています。広告の掲載についてご関心のある方
は、詳細について事務局までお問合せください。 

＜サイズと料金（データ持ち込みの場合）＞ 

カテゴリ 金額（年間）※税込 

全面広告（カラー） 30,000 円 

半面広告（カラー） 15,000 円 

四分の一（カラー） 8,000 円 

八分の一（カラー） 4,000 円 

※当会賛助会員は上記金額より 20％割引 
 

とよなか国際交流協会 TEL06-6843-4343 
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広告協賛 

 


